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Various religions of Japan and the acceptance of 
Christianity in Ryunosuke Akutagawa
Hidemi TAKEDA
　　Smiles of Gods is one of the works on‘Kirishitan’(Christians) 
written by Ryunosuke Akutagawa, and it portrayed the acceptance of 
Christianity in Japan's religious and mental climate where Shintoism, 
Buddhism, Confucianism and other native religions were co-existing. It 
also took a theme in Japanese people's unique ability to accept foreign 
cultures by converting them into more applicable to Japanese mental 
climate. It can be also said that it is an important work of Akutagawa, 
not only as the artwork of his writing, but also as a work that suggests 
the existence of Akutagawa's strong desire for Christianity in its 





















































































































































































































































































































































































































































143『神神の微笑』 ― 芥川龍之介における日本の諸宗教とキリスト教の受容について ―
れ，その意味においても，芥川文学における極めて重要な作品の一つであ
ると考えられる．
　その理由は，この作を読んで直ちに分かることだが，作者芥川は，大正
という時代において，外国の広範な諸文献を原語や英語訳等で読み，しか
も，読解と理解，精査と探求，さらには，独自の考察を加えるに至ってい
る．そして，日本の諸宗教の客観的な理解と把握をも行い，その上に立っ
て，宗教の比較と対比まで行っている．これらの実践はキリスト教と他の
宗教に対する作者の強い探究心があってこそ実現したものであろう．この
宗教探求の強い動機とは，ひとえにプロの作家としての，強い創作動機が
根柢にあったことは言うまでもないだろう．しかし，作家魂だけで，ここ
までの宗教の探究とまとめが可能であろうか．作家をここまで突き動かし
た，もう一つの動機が考えられる．それは，一人の人間としての，自らの
精神と存在との救いと癒しを求める信仰への強い希求であり，その希求が
あればこそ，このような宗教への深く広い知識と理解とを，自らのものと
し，作品化できたのではあるまいか．単なる知識や作品の素材としての宗
教としてではなく，神の前に一人の人間として，社会的存在としての自己
肯定感の希薄さから，宗教的に救いを求める心がなければ，この『神神の
微笑』は書かれなかったと思われる．また，求めても得られない安らぎや
癒し，さらには日々の深刻な悩みなどの，作家の伝記から窺える日常生活
の様々な個人的な苦悩は，本作が書かれた大正十一年においてすでに見ら
れ，その後，さらに，限界を超えていったと思われる．その結果，不眠に
陥り，睡眠薬を常用するようになり，自死に到ったと考えられる．
　このような作家芥川の人生の様々な苦悩を背景とした宗教への渇仰が
あったからこそ，氾濫する情報の現代に生きる我々でさえ纏めることの難
しい様々な宗教を，平明に作品にテーマ化することが可能となったのでは
ないのだろうか．
注
（1）「シンクレティズム」とは，「思想混交あるいは宗教混交のこと」（『岩波キリスト教
辞典』二〇〇二年六月　岩波書店）．なお，管見であるが，『神神の微笑』について，
「シンクレティズム」の用語を用いた研究論文としては，笠井秋生「『神神の微笑』
について」（『信州白樺　芥川龍之介特集』第 47・48 合併号　昭和五十七年二月，
144 武　田　秀　美
後『日本文学研究大成 芥川龍之介Ⅰ』平成六年九月　国書刊行会に収載），関口安
義「〈神〉と〈神々〉，芥川龍之介における神」（『國文學』一九九六年四月）がある．
（2）本稿では，一九二三（大正十二）年五月刊行の作品集『春服』（春陽堂）に収録さ
れた『神神の微笑』を底本とする『芥川龍之介全集』第八巻（一九九六年六月　岩
波書店）の本文をテキストとして用いた．
（3）『日本キリスト教史年表』（一九八八年四月　教文館）に拠る
（4）「黒船」として有名なのは，一八五三（嘉永六）年七月に浦賀に入港した，アメリ
カ使節ペリー率いる艦隊の乗る船であるが，「黒船」は，「室町末期から江戸末期に，
欧米諸国から来航した艦船の称」（『広辞苑』）であり，例えば，一八四四（天保
十五）年四月には，カトリックのパリー外国宣教会宣教師フォルカードが，中国人
伝道士オーギュスタン・カオと共にフランス東洋艦隊に搭乗し，日本宣教準備のた
め那覇に来航，六月二日には，フォルカードが，カトリック司祭の身分を明白にし
て布教を求めたとのことである．また，一八四六（弘化三）年には，プロテスタン
トのイギリス海軍琉球伝道会のベッテルハイムが，キリスト教伝道のため，那覇に
上陸しており，当時日本に来航した，それらの艦船と，キリスト教布教という「事
業」のため同乗し，来日した聖職者達の存在を踏まえた表現と考えられる．
 （5）タイトルの『神神の微笑』の表す意味について論じた論文は，管見であるが，未見
である．
